
高山国道事務所管内防災対策検討会説明資料

国土交通省 中部地方整備局 高山国道事務所



１．検討会の設立・目的
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○高山国道事務所は、中部縦貫自動車道、国道４１号の改築、管理を担当している。
○管理区間では、異常気象時通行規制区間が４箇所指定されており、緩和・解消に向けた検討が必要となる。
○検討会では、異常気象時通行規制区間の緩和・解消に向けた検討を中心に防災上の課題箇所の解決に向けた検討を行う。
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［吉ヶ原］
延長11.8km
連続雨量120mm

［渚］
延長8.0km
連続雨量150mm

［東上田］
延長2.6km
連続雨量240mm

［瀬戸］
延長17.9km
連続雨量150mm
換算連続雨量100mm

※全国で最も厳しい規制雨量
（北海道除く）

至 名古屋
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至 富山
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：異常気象時通行規制区間
岐阜県下呂市金山町

岐阜県飛騨市神岡町

■広域図

安房峠
道路

愛知県 静岡県

長野県

岐阜県

富山県

石川県

福井県
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高山国道
事務所管内

滋賀県

三重県

山梨県

■管理路線

中部縦貫自動車道
延長１５．２ｋｍ

管理路線 延長

国道41号 135.0km

中部縦貫自動車道 15.2km



１．検討会の設立・目的

2

○検討会では、防災上の課題箇所の解決に向け、課題・緊急性・必要性を確認し、対応方針について専門的な観点から
とりまとめを行う。また、事業実施段階における詳細箇所の設計方針や事業計画の見直しについて、指導・助言を行う。

■検討会の流れ ■検討会のメンバー（案）

防災上の課題箇所の現状と課題把握

○災害、通行規制等の履歴
○防災カルテの確認
○防災以外（事故、環境、道路構造等）の課題把握

○検討条件の整理・確認
○対応方針の比較検討

防災上の課題箇所解決に向けた対応方針（案）の検討

事業実施段階における対応方針の検討

事前通行規制区間の緩和・解除に向けた対応方針（案）の策定

○詳細箇所の設計方針
○事業計画の見直し

新規事業化

課題箇所の対策完了

調査段階

事業実施段階

氏名 所属・役職

○沢田 和秀 岐阜大学 工学部 教授

川端 光昭
岐阜工業高等専門学校
環境都市工学科 准教授

村上 茂之
岐阜大学
情報連携推進本部 教授

米田 茂夫
一般社団法人 日本応用地質学会
中部支部 顧問

栗山 健作
国土交通省中部地方整備局
高山国道事務所長

○委員長



２．防災課題箇所の状況
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256郡上八幡IC
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［渚］雨量規制区間
8.0km（連続150mm）

［瀬戸］雨量規制区間
17.9km（連続150mm）

［東上田］雨量規制区間
2.6km（連続240mm）

［吉ヶ原］雨量規制区間
11.8km（連続120mm）

屏風岩改良

三原地区
（調査中）

宮峠トンネル
R2開通

宮高山バイパス

中部縦貫自動車道
高山清見道路

船津割石防災 二ツ屋～猪谷
（調査中）

門原防災

○国道４１号において、屏風岩改良、門原防災
、船津割石防災の３事業を実施中。

○調査中箇所として、下呂市三原地区、飛騨市
二ツ屋～富山市猪谷の対策に向けた調査を
実施中。

事業中：赤色文字
調査中：緑色文字



３－１．事業中箇所の進捗状況（国道４１号屏風岩改良）
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○落石崩壊の危険性が高く、発生源対策では対応出来ない屏風岩の区間を回避する別線整備を計画し、
平成17年度に新規事業化。

■屏風岩改良の概要

＜写真①＞

①

屏風岩に存在する不安定な柱状岩塊

屏風岩41



３－１．事業中箇所の進捗状況（国道４１号屏風岩改良）
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○現在、工事用道路、橋梁下部工の施工を実施中。

：施工済
：施工中

①

②

R4.12撮影

＜写真②＞

＜写真①＞

R4.12撮影



３－２．事業中箇所の進捗状況（国道４１号門原防災）
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○平成25年11月27日に下呂市門原地区で落石が発生（人的被害無し）。
○平成25年12月11日に国道41号を約8km全面通行止め（規制時間：21時間）にし、落石を除去。
○抜本的な対策として、転石・浮石危険箇所を回避する別線整備を計画し成28年度に新規事業化。

落石除去の状況（12/11）

落石防護柵の落石

路肩の落石
（φ1m,φ0.6m）

路肩に
移動

路面より約15m

路面より約4m

落石現場の全景

φ3ｍ
約20t

φ3ｍ
約40t

■門原防災：事業化前の課題と対応方針

落石発生箇所
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■名古屋側の進捗状況

切廻し道路

門原トンネル

至 富山

＜写真①＞

：施工済
：施工中

①

３－２．事業中箇所の進捗状況（国道４１号門原防災）
○先に事業化した屏風岩改良と合わせた事業進捗を図るため、起点（名古屋）側より工事に着手。
○現在、用地買収、トンネル工事に向けた切り廻し道路の工事を実施中。今年度、南側の門原トンネル工事を発注予定。

仮設構台施工中 R4.12撮影

切廻し道路

門原トンネル

至 名古屋

至 富山

Ｒ５．２契約予定



３－３．事業中箇所の進捗状況（国道４１号船津割石防災）
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○平成25年7月7日に飛騨市神岡町船津地区において落石が発生し、走行中の車両に衝突。
○国道41号の安全を確保するため、緊急対策として発生源対策（吹付＋ロープネット工）、待ち受け対策（かご枠工）を実施。
○抜本的な対策として、転石・浮石危険箇所等を回避する別線整備を計画し、平成26年度に新規事業化。

②転石・浮石等危険箇所の状況 ③吹付＋ロープネット工 ④かご枠工

（撮影日：平成25年7月） （撮影日：平成25年10月） （撮影日：平成26年10月） （撮影日：平成26年10月）

①落石が走行中の車両に衝突

①平成25年７月７日に 発生した落石事故状況

ＮＮ

①

④

③

②

：緊急対策

：船津割石防災平成25年7月7日
落石事故発生箇所

飛騨市民病院

神岡中学校

船津
異常気象時通行規制区間（連続雨量120mm）延長11.8km 神岡町東漆山まで

吉ヶ原地区

割石地区

二ッ屋地区

割

石

温

泉
転石・浮石危険箇所
表層雪崩危険箇所

大洞山

至名古屋

至富山

西漆山

船津割石防災
延長3.1km

ふなつわりいし

飛
騨
市
神
岡
町
船
津

ひ
だ
し
か
み
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か
ち
ょ
う
ふ
な
つ

起

飛
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ひ
だ
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わ
り
い
し

終

■船津割石防災：事業化前の課題と対応方針



３－３．事業中箇所の進捗状況（国道４１号船津割石防災）
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○平成２９年度より終点（富山県）側の橋梁部に着手。
○現在、用地買収及び橋梁下部工等の施工を実施中。

R4.11撮影

至

名
古
屋

至

富
山

■富山県側の進捗状況

＜写真①＞

＜写真②＞

下部工施工中 R4.11撮影

ＮＮ

①

②

：施工済
：施工中
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４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策）

●現在の状況
・１号トンネルの契約を令和５年２月に予定。
・１号トンネル起点部（名古屋側）の着手は令和５年夏頃の見込み。

●トンネル坑口付近の防災対策
＜起点部（名古屋側）＞

・坑口上部に位置する落石、浮石への対応。
・トンネル坑口に堆積する崖錘堆積物への対応。

＜終点部（富山側）＞
・交差する渓流への対応。



４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策）
○門原防災の1号トンネルの坑口部は、崖錘堆積物や浮石・転石が存在（起点側）、渓流が交差（終点側）する。

防災上の課題に対し、対策内容に問題がないか確認頂きたい。
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至

富
山

至

名
古
屋

②崖錘・落石堆積物が存在

①浮石・転石が存在

③広範囲にわたる渓流
土砂災害の懸念あり

※令和２年度防災ドクター
に相談済

１号トンネル



○斜面上部には、対策が必要な浮石・転石が多数存在し、落石の可能性あり。
○トンネル工事を実施することで、既設のリングネット（750KJ対応）を一部撤去する必要がある。
○斜面安定と落石防止のための対策工を検討。

12

４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策 起点部①）

108
落石エネルギー:142KJ

107
落石エネルギー:472KJ

106
落石エネルギー:480KJ

105
落石エネルギー:141KJ

104
落石エネルギー:324KJ

既設リングネット（750KJ対応）

104：転石（安定度１）

106：浮石（安定度２）

対
策
が
必
要
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○道路線形見直しに伴い、坑口付近の切土を実施。斜面の安定化を図るため、崖錘堆積物を除去し、切土法面対策を検討。
○対策工法は、コンクリートのり枠工や鉄筋挿入工、グランドアンカー工を実施。
○また、上部斜面からの落石に対応するため、落石エネルギーに対応した落石防護柵を設置。

４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策 起点部①）

高エネルギー吸収型落石防護柵
ループフェンス（1,000KJ）

グランドアンカー工

鉄筋挿入工

鉄筋挿入工

鉄筋挿入工

現場打コンクリート
のり枠工

現場打コンクリート
のり枠工

用地境界

CM（中硬岩）

盛土

CL（軟岩Ⅱ）

Dh（軟岩Ⅰ）

土砂
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○門原防災の1号トンネルの坑口起点部では、落石堆積物が厚く堆積。
○坑口起点部にある落石堆積物に対し、斜面安定・落石防止を図り、偏土圧を防止するための対策工を検討。

至

富
山

至

名
古
屋

至 富山

４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策 起点部②）

坑口起点部付近：擁壁背面の落石状況 坑口起点部上部：転石の状況
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４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策 起点部②）

至

名
古
屋

至

富
山

○受圧板＋グラウンドアンカー工で斜面変動を抑制し、偏圧作用を防止する。
○グラウンドアンカー工によってすべり対策は対応し、表層でアンカー間から礫等の抜け落ちが懸念されるため、ネット工を実施。

ネット工

受圧板+
グランドアンカー工
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４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策 起点部②）
○施工方法については、法面対策（グランドアンカー工+ネット工）を実施後に、トンネル本体施工を実施。

■ステップ１：法面対策の実施 ■ステップ２：トンネル本体工の実施
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○渓流については、比較的流域が広く（0.34km2）、想定される流出土砂量（V=14,743m3）の大規模。
○上流部を調査した結果、上流部の土砂供給源の存在や渓床に堆積した巨礫の新たな移動痕等を確認。
○豪雨時等に土石流が発生し、下流側の国道41 号まで土石流が流下する可能性が高い

４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策 終点部）
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○想定される土石流の規模、計画路線への被害を把握するため、土石流二次元氾濫解析を実施。
○解析結果から、トンネル坑口部は、土石流発生時に被災する可能性が十分にあることを確認。

４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策 終点部）
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○対策手法として、常時流水や土石流を安全に流下させることが可能である、導流堤や床固め工、流路工を採用。
○対策については、可能な限り用地内とし、流末位置を既存流末と同程度の位置に設定。

４．相談事項（国道４１号門原防災 １号トンネル坑口対策 終点部）

至

名
古
屋

至

富
山

流路工

床固め工

導流堤

流路工
（流末処理）

至

名
古
屋

■終点側坑口横断図



■事業費増加の要因

事業費増額の要因 増額

①道路橋示方書の改訂による増額
・平成29年道路橋示方書の改訂による上部構造の設計プロセスの追加により設計見直しを行った結果、鋼重が増加。

・上部工（綱桁）構造の見直しにより、鋼重が増加したため、上部工を支える支承も大型化。

２７億円

②検査路の追加
・道路橋検査路設置要領や橋梁長寿命化の手引きの策定により、床版下面、支承部等の確実な点検を目的に、上部工（１条→２条
設置）と下部工（掛け違い部片側→全基全周設置）の検査路が追加。

２億円

③工事用道路（仮橋・土工部）の計画変更

・当初計画では、工事用道路を非出水期中に設置撤去する計画としていたが、追加ボーリング調査の結果、施工箇所が想定以上に
硬質な岩であり、工事用道路・橋梁下部工の施工に時間を要することが判明し、工事用道路を通年存置する計画に見直し。

・河川協議の中で、通年存置する場合は河川流量を飛騨川における既往最大流量に対応する必要が生じたことから、工事用道路の
計画規模が拡大（工事用道路高さが10m程度上昇）。

３３億円

④地質相違による仮設工の工法変更

・当初設計時は、起終点部で実施したボーリング調査結果から強固な岩盤であると判断し、従来型のダウンザホールハンマ工を採
用。

・しかし、追加ボーリング調査により、河川内に堆積する砂礫層が厚いことが発覚し、従来型のダウンザホールハンマ工では施工中
の孔壁が自立しないため、ケーシング付きのダウンザホールハンマ工へ変更。

９億円

⑤地質相違による下部工基礎構造の変更

・当初設計では、当初ボーリング調査結果から「軟岩」と判断し、鋼矢板にて締切りを行い、下部工を施工することとしていた。

・しかし、追加ボーリング調査を行ったところ、施工箇所は想定以上に「硬質な岩」であり、鋼矢板打設に莫大な時間と費用を要するこ
とが判明したため、施工計画を再検討。

・その結果、河川内の下部工を締切りが不要なケーソン基礎へ見直し。（直接基礎９基 ⇒ 直接基礎６基＋ケーソン基礎３基）

８億円

合計 ７９億円
20

５．国道41号屏風岩改良の事業計画の見直し

①道路橋示方書の改訂による増額、②詳細な地質調査による下部工基礎工の追加と仮設工の工法変更、
③工事用道路（仮橋・土工部）の計画変更、④地質相違による仮設工の工法変更、⑤地質相違による下部工基礎構造の変更

・ ・ ・ ７９億円増



【要因①】道路橋示方書の改訂による増額（２７億円）

上部工構造(非合成桁)の設計プロセスの追加

21

○平成29年道路橋示方書の改訂による上部構造の設計プロセスの追加により設計見直しを行った結果、鋼重が増加。
○上部工（綱桁）構造の見直しにより、鋼重が増加したため、上部工を支える支承も大型化。

橋軸方向

支承部の大型化

橋軸方向

変更当初

５．国道41号屏風岩改良の事業計画の見直し

必要耐力の大きさ
①非合成設計
②合成設計【H29道示で追加】

必要耐力
①非合成設計

上部工
（箱桁）

床版Co圧縮圧縮
引張り

支間中央部 中間支点部 支間中央部

⇒「①非合成設計」、「②合成設計」それぞれで最大応力となる
桁断面を確保が必要

①＜②①＞② ①＞②

②合成設計

【H14道示】 【H29道示】設計ﾌﾟﾛｾｽ追加

①設計上、床版と箱桁が別々で挙動
（非合成設計：合成効果無し）するもの
として、鋼桁断面を設計

①の非合成設計に加え、

②床版と箱桁が一体で挙動（合成設計：合
成効果あり）する複数断面として、箱桁
断面を設計

（床版コンクリート）

＜橋梁横断図：イメージ図＞
中間支点部は、引張りのため床版Coの合成効果が少ないが、収縮等による応力が発生し、必要耐力が増加

（床版コンクリート）

上部工
（箱桁）

上部工
（箱桁）

コンクリート断面は、

考慮せず鋼桁断面
のみで設計

鋼桁とコンクリートの
複合断面で設計
⇒鋼重が増加



【要因②】検査路の追加（２億円）

上部工検査路の追加

当初 掛け違い部のみ片側設置（１基）

検査路の下部工全周設置

変更 全橋脚の全周に設置（７基）

22

○道路橋検査路設置要領や橋梁長寿命化の手引きの策定により、床版下面、支承部等の確実な点検を目的に、上部工（１条→２
条設置）と下部工（掛け違い部片側→全基全周設置）の検査路が追加。

道路橋定期点検要領より、
近接目視に加えた打音、触診等が必要となり

１条では困難なため上部工検査路を２条設置（1,024m）

変更 ２条設置

当初 １条設置

◆下部工検査路設置状況写真(イメージ)
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【要因③】工事用道路（仮橋・土工部）の計画変更（３３億円）

23

○当初計画では、工事用道路を非出水期中に設置撤去する計画としていたが、追加ボーリング調査の結果、施工箇所が想定以
上に硬質な岩であり、工事用道路・橋梁下部工の施工に時間を要することが判明し、工事用道路を通年存置する計画に見直し
た。

○河川協議の中で、通年存置する場合は河川流量を飛騨川における既往最大流量に対応する必要が生じたことから、工事用道
路の計画規模が大きくなった（工事用道路高さが10m程度上昇）。

◆通年施工時流量の見直しによる変化

◆仮橋杭の変更

至

富
山

◆盛土構造への変更

：仮橋部
：土工部

進入経路

至 名古屋
飛騨川

飛騨川

杭種：H鋼300mm×300mm 杭長：10m 杭種：鋼管杭φ700 杭長：20m

袋詰め玉石：2899袋、盛土：3,900m2砕石舗装

：当初設定流量（625m3/s）での水位
：変更後の流量（3,053m3/s）での水位

280m

290m

300m

設定流量の変更に伴い
約３～５ｍ水位が上昇

仮橋 工事用道路 仮橋

水位が変更となり
毎年設置撤去が必要

水位が変更となり
毎年設置撤去が必要

当初： 変更：

杭長の変更

盛土構造へ変更

工事用道路の高さ
（平均+10m上昇）

５．国道41号屏風岩改良の事業計画の見直し



【要因④】地質相違による仮設工の工法変更（９億円）

24

○当初設計時は、起終点部で実施したボーリング調査結果から強固な岩盤であると判断し、従来型のダウンザホールハンマ工を
採用した。

○しかし、追加ボーリング調査により、河川内に堆積する砂礫層が厚いことが発覚し、従来型のダウンザホールハンマ工では施工
中の孔壁が自立しないため、ケーシング付きのダウンザホールハンマ工へ変更が必要となった。

仮設工（仮橋支持杭）の工法変更

◆ケーシング付きの
ダウンザホールハンマ工施工状況

至 富山至 名古屋

N= 28本
L= 20mN= 30本

L= 20m

N= 40本
L= 20m

当初工法 変更工法

当初ボーリング箇所：
追加ボーリング箇所：

P1橋脚

撮影日：令和3年12月

A1橋台

（変更）P1橋脚
ボーリング結果

（当初）A1橋台
ボーリング結果

深度m 柱状図 岩種区分

0.50 玉石混じり砂礫

3.40

溶結凝灰岩

5.50
6.00
6.50
7.00

9.20

19.00

砂礫層が少ないため
従来のダウンザ
ホールハンマ工

を採用

深度m 柱状図 岩種区分

4.50

砂礫

5.40 玉石混じり砂礫

6.20

溶結凝灰岩

7.00
7.80

11.00

5m以上の砂礫層
（孔壁の自立困難）
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1年目 2年目 3年目 4年目

工事費出水期
（4か月）

非出水期
（8か月）

出水期
（4か月）

非出水期
（8か月）

出水期
（4か月）

非出水期
（8か月）

出水期
（4か月）

非出水期
（8か月）

当初
（直接基礎）

0.6
億円

当初
（追加Br反映版）

8.9
億円

変更
（ケーソン基礎）

3.3
億円

深度m 柱状図 岩種区分 岩級区分 硬軟

4.50

砂礫

5.40 玉石混じり砂礫

6.20

溶結凝灰岩 CH A～B

7.00
7.80

11.00

【要因⑤】地質相違による下部工基礎構造の変更（８億円）

25

○当初設計では、当初ボーリング調査結果から「軟岩」と判断し、鋼矢板にて締切りを行い、下部工を施工することとしていた。

○しかし、追加ボーリング調査を行ったところ、施工箇所は想定以上に「硬質な岩」であり、鋼矢板打設に莫大な時間と費用を要す
ることが判明したため、施工計画の再検討を行った。

○その結果、河川内の下部工を締切りが不要なケーソン基礎へ見直した。（直接基礎９基 ⇒ 直接基礎６基＋ケーソン基礎３基）

変更（ケーソン基礎）当初（直接基礎）

ボーリング調査箇所の追加 下部工基礎構造の変更

22
m

27
m

締切り
（鋼矢板）

至 富山

ケーソン基礎に変更

至 名古屋
・国定公園第2種特別区域：大規模な切土・盛土は不可

当初ボーリング箇所：
追加ボーリング箇所：

※図中全て国定公園の範囲

（当初）A2橋台ボーリング結果 （変更）P1橋脚ボーリング結果

A2橋台

深度m 柱状図 岩種区分 岩級区分 硬軟

0.60 玉石混じり砂礫

4.50

粘土混じり砂礫

6.45
玉石混じり砂礫

7.00

溶結凝灰岩

CM B

9.20
CL C

12.00

CM B～C

支持層

支持層が浅く
軟岩のため
直接基礎を

選定 硬質な岩盤が判明

P1橋脚

記号 硬軟区分

A 極硬、ハンマーで容易に割れない

B 硬、ハンマーで金属音。

C 中硬、ハンマーで容易で割れる。

D 軟、ハンマーでボロボロに砕ける。

E 極軟、マサ状、粘土状。

記号 岩級区分

A
硬岩B

CH
CM

軟岩
CL
D マサ状風化 出典：ボーリング柱状図及びボーリングコア取扱保管要領（案）

◆橋脚1基施工時の工程表 ：準備・片付け ：仮締切工 ：下部工

※工事期間：地元漁協との調整により出水期中（4月～9月）の施工は不可

鋼矢板先行穿孔 仮締設置鋼矢板先行穿孔 鋼矢板先行穿孔 仮締撤去

仮締設置 仮締撤去

支持層線

ケーソン基礎・柱 柱・梁

下部工

下部工

鋼矢板鋼矢板

支持層
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